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都市計画基本方針

特集号

①すべての人々が安心して住み続けられる地域を　
目指したまちづくり

②潤いと安らぎのある水と緑の自然と共生する
まちづくり

③人々が集い、ときめきの交流舞台となる都市の　
創造に向けたまちづくり

本
市
の
市
街
地
は
海
岸
線
に
沿
っ
て
細
長
い
形
で
成
長
し
、

そ
の
後
内
陸
部
へ
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
効
率
的
な
市
街
地
形
態
と
す
る
た
め
、
自
然
環
境

と
農
業
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
内
陸
部
へ
の
伸
展
方
向
で

新
た
な
市
街
地
の
形
成
を
図
っ
て
い
き
　
　

ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
の
計
画
的
な
土
地
利

用
と
都
市
環
境
の
保
全
・
形
成
を
図
る
　
　

た
め
、
住
宅
地
、
商
業
業
務
地
、
工
業

地
、
流
通
業
務
地
な
ど
、
適
切
な
機
能

配
置
の
も
と
に
、
地
区
特
性
を
生
か
し

た
既
成
市
街
地
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

①
都
心

白
山
地
区
・
古
町
周
辺
地
区
・
万
代
地
区
・
新
潟
駅
周
辺
地
区

を
中
心
と
し
た
市
街
地
は
、
中
枢
管
理
機
能
や
商
業
業
務
機
能
の

強
化
・
充
実
を
図
り
、
環
日
本
海
の
中
枢
拠
点
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
都
心
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

②
都
市
拠
点

国
際
・
文
化
・
貿
易
・
流
通
な
ど
、
本
市
が
担
う
べ
き
都
市
機

能
の
集
積
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
と
立
地
特
性
が
適
合

し
た
地
区
に
、
都
市
拠
点
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

③
ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間

自
然
と
調
和
し
た
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

日
本
海
や
信
濃
川
・
阿
賀
野
川
・
鳥
屋
野
潟
・
佐
潟
な
ど
の
水
辺

や
、
保
安
林
な
ど
の
保
全
・
育
成
に
努
め
、
身
近
な
緑
へ
と
つ
な

ぐ
、
水
と
緑
の
都
市
空
間
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

④
都
市
交
通

都
心
お
よ
び
都
市
拠
点
を
は
じ
め
、
都
市
全
体
が
総
合
的
・
広

域
的
に
機
能
す
る
た
め
、
土
地
利
用
と
整
合
し
、
環
境
に
配
慮
し

た
、
道
路
網
と
公
共
輸
送
機
関
網
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

市では、これからの都市計画によるまちづくりの指
針となる「都市計画基本方針」の策定に取り組んでい
ます。同方針は、市の望ましい将来の姿を実現するた
めに策定するもので、策定後は、まちづくりの実践に
活用していきます。
「市まちづくり基本方針策定委員会」（大熊孝委員

長）で検討を重ね、このたび、同方針の素案がまとま
りました。同策定委員会がまとめた素案については、
市内８地区で「まちづくり検討会」を開催し、市民の
皆さんから意見を伺っていきます。

市まちづくり基本方針策定委員会は、学識経験者、
市民団体、行政関係者などで構成しています。平成10
年３月に発足し、都市計画基本方針に盛り込む、本市
の具体的なまちづくりの将来像について検討を重ねて
きています。


